
っ
て
い
ま
す
（
４
面
に
「
習
志
野
市

狂
牛
病
対
策
資
金
融
資
」
に
つ
い
て

の
詳
細
を
掲
載
）
の
で
、
併
せ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

す
べ
て
の
お
問
い
合
せ
は
、
習
志

野
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

@
（
４
５
２
）
６
７
０
０
　
ま
で

融
資
に
関
す
る
お
問
い
合
せ

・
習
志
野
市
役
所
商
工
振
興
課

@
（
４
５
１
）
７
７
５
５

・
千
葉
県
庁
経
営
支
援
課（
旧
金
融
課
）

@
０
４
３
（
２
２
３
）
２
７
０
７

・
国
民
生
活
金
融
公
庫

@
（
４
３
３
）
８
２
５
２

商　工　習　志　野

NARASHINO CHAMBER OF COMMERCE ＆ INDUSTRY

「
商
工
習
志
野
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
会
報
は
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
頂
け
ま
す
。

習　志　野　商　工　会　議　所　報

Ｕ
Ｒ
Ｌ
…http

://w
w
w
.narashino

-cci.o
r.jp

Ｅ
メ
ー
ル
…K

ey21@
narashino

-cci.o
r.jp

マ
ル
ケ
イ
融
資
を
ご
利
用
下
さ
い
﹇
年
利
1.40
％
で
１
千
万
ま
で
（
10
月
９
日
現
在
）
無
担
保
・
無
保
証
人
﹈

目　　　　次

１面　狂牛病関連融資・土日サラリー

マンインターンシップ

２面　スポーツ特集（サッカー）

３面　共済特集

４面　相談所コーナー

５面　マイカー点検教室・ｅビジネス・
インフォメーション・事務局だより

６面　あの店この工場・会員プレゼント

「さわやかあいさつ運動」実施中！！

創
業
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、

中
小
企
業
総
合
事
業
団
か
ら
助
成
金

を
受
け
て
実
施
す
る
「
土
日
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
が
、

９
月
30
日
∂

午
前
10
時
か
ら
、
ザ
・

ク
レ
ス
ト
ホ
テ
ル
津
田
沼
に
お
い
て

開
校
し
ま
し
た
。

12
月
15
日
ま
で
の
全
９
日
間
で
行

わ
れ
る
こ
の
研
修
会
に
は
、
72
名
の

定
員
に
対
し
90
余
名
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
年
代
別
内
訳
を
見
る

と
、
30
代
が
35
％
（
31
名
）
と
も
っ

と
も
多
く
、
20
代
、
40
代
を
含
め
る

と
全
体
の
70
％
を
占
め
、
若
い
世
代

の
創
業
・
起
業
に
対
す
る
関
心
の
高

さ
が
伺
え
ま
す
。

今
回
の
研
修
会
の
特
徴
は
、
机
上

の
空
論
に
な
り
が
ち
な
「
セ
ミ
ナ
ー

形
式
」
で
は
な
く
、
創
業
に
興
味
の

あ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
が
、
土
・
日

曜
日
を
利
用
し
て
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
一
緒
に
創
業
間
も
な
い
企
業
を

訪
問
し
、
現
場
の
体
験
を
自
分
の
創
業

時
に
生
か
す
と

い
う
も
の
で
、

こ
の
試
み
は
全

国
初
。
ま
た
、

協
力
を
依
頼
し

た
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
は
、
当
所

が
平
成
11
年
に

実
施
し
た
「
創

業
塾
」
の
Ｏ
Ｂ

が
中
心
。
起
業

後
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
と
い
っ

た
意
味
も
含
め
、
両
者
に
と
っ
て
の
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
を
追
求
し
ま
す
。

今
後
と
も
当
所
で
は
、
創
業
・
起

業
に
関
し
て
の
積
極
的
な
支
援
策
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

男性　85人�
　　　94％�

女性　5人�
　　　6％�

人数�

年
代�0�

5�

10�

15�

20�

25�

30�

35�

70
代�

60
代�

50
代�

40
代�

30
代�

20
代�

▲（上）講師を依頼した（左から）長谷川さん、古沢さん、牧野さん（以上　
創業塾ＯＢ）、大津さんと、第一回目の研修風景

平
成
13
年
９
月
に
千
葉
県
内
で
牛

海
綿
状
脳
症
（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
、
い
わ
ゆ
る

狂
牛
病
）
が
発
生
し
た
こ
と
を
受
け

て
、
習
志
野
商
工
会
議
所
で
は
、
売

上
げ
の
減
少
や
事
業
活
動
に
影
響
を

受
け
て
い
る
会
員
事
業
所
等
に
対
し

て
、
早
期
に
経
営
の
安
定
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
狂
牛
病
に
関
す
る
緊

急
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
。
牛

肉
の
消
費
減
退
な
ど
に
よ
り
、
現
在

商
売
に
影
響
が
で
て
い
る
、
も
し
く

は
今
後
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
事
業
者
の
方
は
、
お
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
・
県
・
市
の
「
狂
牛
病

緊
急
対
策
資
金
」
の
融
資
相
談
も
行

千
葉
県
で
は
、
県
内
の
中
小
企
業

者
の
季
節
的
な
資
金
需
要
に
応
え
る

た
め
、
季
節
（
年
末
）
資
金
の
受
付

を
10
月
１
日
∑

か
ら
開
始
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
年
末
期
の
商
品
の

仕
入
れ
や
従
業
員
の
ボ
ー
ナ
ス
支
給

な
ど
の
た
め
、
短
期
の
資
金
を
必
要

と
し
て
い
る
中
小
企
業
者
の
方
に
対

し
て
季
節
資
金
の
融
資
を
行
う
も
の

で
、
融
資
予
定
総
額
は
１
１
４
７
億

円
（
前
年
比
62
％
増
）、
融
資
限
度
額

も
２
０
０
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
最

高
１
２
０
０
万
円
ま
で
と
大
幅
に
拡

充
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
ご
利
用
可
能
な
方
＝
県
内
に
お
い

て
１
年
以
上
引
き
続
い
て
同
一
事
業

を
営
む
中
小
企
業
者

・
資
金
使
途
＝
運
転
資
金

・
融
資
限
度
額
＝
１
２
０
０
万
円
以
内

・
融
資
利
率
＝
年
1.6
％

・
連
帯
保
証
人
＝
１
名
以
上

・
保
証
料
率
＝
0.7
％

・
返
済
期
間
＝
割
賦
償
還
の
場
合
６

ヶ
月
以
内
、
一
括
償
還
の
場
合
５
ヶ

月
以
内

・
申
込
期
限
＝
12
月
28
日
ª

当
所
で
も
申
込
み
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
が
、
一
部
業
種
に
つ
い
て
は

ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
場
合
も
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
詳
細
は
当
所
中
小
企

業
相
談
所
@
（
４
５
２
）
６
７
０
０

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

� �

�
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今
回
で
80
回
目
を
迎
え
る
「
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
」
の

千
葉
県
予
選
が
、
現
在
、
県
内
各
地
区
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
サ

ッ
カ
ー
選
手
を
夢
見
る
少
年
達
の
あ
こ
が
れ
の
場
所
「
国
立
競
技
場
」

を
目
指
し
、
全
国
の
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
員
が
高
校
生
活
の
全
て
を
賭
け

て
こ
の
大
会
に
臨
み
ま
す
。
今
年
も
新
サ
ッ
カ
ー
王
国
の
千
葉
県
予
選

か
ら
目
が
放
せ
ま
せ
ん
。

今
年
４
月
に
水
庫
祥
元
（
み
ず

く
ら
よ
し
ゆ
き
）
新
監
督
を
迎
え

た
我
が
習
志
野
高
校
サ
ッ
カ
ー
部

（
部
員
85
名
）
が
、
正
月
か
ら
始
ま

る
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大

会
出
場
の
キ
ッ
プ
を
賭
け
て
、
熱

い
試
合
を
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
、
習
志
野
高
校
は
３
次
予

選
リ
ー
グ
Ａ
グ
ル
ー
プ
（
習
志
野
、

八
千
代
、
流
経
大
柏
、
東
京
学
館
）

を
２
位
で
通
過
し
、
千
葉
県
ベ
ス

ト
８
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ま
で

園
。
ま
た
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
は
キ
ャ

プ
テ
ン
で
国
体
選
手
で
も
あ
る
安

定
し
た
プ
レ
ー
が
売
り
の
池
上
、

Ｕ
―
18
日
本
代
表
候
補
で
ヘ
デ
ィ
ン

グ
が
強
い
柴
小
屋
な
ど
が
い
ま
す
。

彼
ら
は
他
の
チ
ー
ム
か
ら
も
チ
ェ

ッ
ク
を
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
個
性
を
持
っ
た
選
手

の
他
に
も
技
術
的
に
し
っ
か
り
し

て
い
る
選
手
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

―
ど
こ
が
強
敵
と
な
り
そ
う
で
す

か
？今

の
と
こ
ろ
市
立
船
橋
が
頭
一

つ
出
て
い
る
感
じ
で
す
が
、
実
力

的
に
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

勝
ち
進
ん
で
い
ま
す
。

勝
ち
上
が
っ
た
８
校
の
戦
力
を

見
て
み
ま
す
と
、
今
年
も
昨
年
の
覇

者
市
立
船
橋
を
中
心
に
、
ど
の
チ

ー
ム
が
優
勝
し
て
も
お
か
し
く
な
い

ほ
ど
実
力
は
伯
仲
し
て
い
ま
す
。

こ
の
激
戦
を
勝
ち
抜
き
、”雑
草

の
如
く
た
く
ま
し
く
“
の
横
断
幕
と

は
似
て
も
似
つ
か
な
い
、
伝
統
の

華
麗
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
、
全
国
の

サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

（
原
田
）

―
今
年
の
チ
ー
ム
の
印
象
は
？

今
年
は
高
さ
と
ス
ピ
ー
ド
が
あ

り
、
選
手
一
人
一
人
の
潜
在
能
力

が
非
常
に
高
い
チ
ー
ム
で
す
。

―
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
選
手
が

い
ま
す
か
？

オ
フ
ェ
ン
ス
で
は
副
キ
ャ
プ
テ

ン
の
宮
木
を
中
心
に
、
ス
ピ
ー
ド

の
あ
る
両
サ
イ
ド
ハ
ー
フ
の
浜
野
、

酒
井
。
身
長
１
８
８
⁄
で
高
さ
だ

け
で
な
く
足
先
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
も

あ
る
セ
ン
タ
ー
フ
ォ
ワ
ー
ド
の
御

―
勝
敗
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

集
中
力
な
ど
メ
ン
タ
ル
面
の
強

さ
だ
と
思
い
ま
す
。
う
ち
の
弱
い

と
こ
ろ
で
も
あ
る
の
で
す
が
、
全

国
大
会
や
、
先
日
の
予
選
リ
ー
グ

の
ロ
ス
タ
イ
ム
で
の
逆
転
の
経
験

な
ど
を
見
て
も
、
大
分
成
長
し
て

き
た
と
思
い
ま
す
。

―
地
域
の
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

メ
ン
タ
ル
面
を
更
に
強
化
す
る

た
め
に
は
皆
様
の
応
援
が
必
要
で

す
。
そ
の
声
援
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
応

援
に
き
て
下
さ
い
。

★
こ
の
日
は
キ
ャ
プ
テ
ン
の
池
上
君

が
国
体
の
団
結
式
の
た
め
不
在
だ
っ

た
の
で
、
副
キ
ャ
プ
テ
ン
の
宮
木
君

と
安
井
君
に
一
言
伺
い
ま
し
た
。

こ
の
個
性
豊
な
チ
ー
ム
で
全
国

制
覇
を
狙
い
ま
す
。
是
非
と
も
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

★
水
庫
監
督
に
聞
く

臨　海�
11：00�

臨　海�
13：00�

県総合�
13：00�

県総合�
11：00

柏の葉�
11：00

柏の葉�
13：00

臨　海�
13：00

会　場�
臨　海＝市原臨海競技場�
柏の葉＝県立柏の葉公園陸上競技場�
県総合＝千葉県総合運動場第２陸上競技場�

http://www.onyx.dti.ne.jp/̃cfa-2
�

11
�／�４�

11
�／�４�

11
�／�４�

11
�／�４�

11
�10
�
／�

11
�18
�
／�

11
�10
�
／�

背番号�
１�

22�

２�

３�

４�

５�

12�

16�

18�

23�

24�

25�

６�

７�

13�

14�

15�

19�

８�

９�

10�

11�

17�

20�

21

ポジション�
GK�

�

DF�
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�

�

�

�

�

�

�

MF�

�

�

�

�

�

FW

氏　名�

鈴木　健之　�

湯本　出�

池上　礼一�

日暮　慶介�

柴小屋　雄一�

榎本　貴士�

永松　直樹�

尾嶋　英亘�

片岡　誠�

伊藤　元気�

相内　聖司�

北村　良太�

宮木　明�

本間　慎一�

大山　隆人�

小高　明広�

酒井　悠太�

隅田　翔�

濱野　貴�

安井　健吾�

中野　雅寛�

御園　真人�

野中　康弘�

芝田　政道�

松原　巧  

学年�

３�

２�

３�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

身長／体重�

181⁄ Ë�
182⁄ Ë�
180⁄ Ë�
176⁄ Ë�
187⁄ Ë�
173⁄ Ë�
175⁄ Ë�
175⁄ Ë�
174⁄ Ë�
168⁄ Ë�
170⁄ Ë�
173⁄ Ë�
175⁄ Ë�
173⁄ Ë�
175⁄ Ë�
176⁄ Ë�
173⁄ Ë�
172⁄ Ë�
178⁄ Ë�
180⁄ Ë�
182⁄ Ë�
188⁄ Ë�
175⁄ Ë�
168⁄ Ë�
173⁄ Ë�

前  所  属�

JEF市原�

小室中�

習志野SC�

ﾌｯﾁﾎﾞｰﾙｻｰﾌ�

宮城・折立中�

フットワーク�

富津・富津中�

鎌ヶ谷二中�

ﾌｯﾁﾎﾞｰﾙｻｰﾌ�

ﾌｯﾁﾎﾞｰﾙｻｰﾌ�

鎌ヶ谷五中�

習志野四中�

三井千葉SC�

三井千葉SC�

習志野SC�

長生・長生中�

 ﾌｯﾁﾎﾞｰﾙｻｰﾌ�

市川・福栄中�

習志野四中�

千葉・緑ヶ丘中�

三井千葉SC�

三井千葉SC�

上里FC�

習志野四中�

習志野四中�

監   督
部   長
コーチ

経歴
順天堂大学サッカ
ー部卒。
清水工業（1年）、
柏南高校（6年）、
流山中央高校（8年）
の監督を経て、今年
の4月から習志野高校
監督に就任。
監督自身も国体を２度経験するな
ど、サッカー歴は豊富。

▲安井君（左）と宮木君（右）

▲チーム一丸となって、３年ぶりの選手権出場を目指す

水庫　祥元
みずくら　よしゆき

監督



を
保
障
す
る
定
期
型
の
２
種
類
が

あ
り
ま
す
。

★
個
人
年
金
プ
ラ
ン

〜
老
後
の
生
活
資
金
確
保
に
〜

老
後
を
豊
か
に
過
ご
す
た
め
の

準
備
は
今
か
ら
。
個
人
年
金
控
除

の
利
用
を
長
期
貯
蓄
と
し
て
は
銀

行
な
ど
よ
り
も
有
利
で
す
。

★

ア

ク

セ

ス

〜
年
金
払
特
約
付
養
老
プ
ラ
ン
〜

役
員
・
従
業
員
全
員
加
入
で
、

無
診
査
１
／
２
損
金
で
す
。

問
合
せ

当
所
産
業
振
興
課
及
び
ア

ク
サ
生
命
保
険
ñ

（
習
志
野
商
工

会
議
所
内
）
@
（
４
５
２
）
６
７

０
０
　
ま
で

生
き
る
た
め
の
、
21
世
紀
型
保
障

で
す
。★

終
身
保
障
プ
ラ
ン

〜
退
職
金
や
終
身
保
障
に
〜

掛
金
は
働
き
盛
り
の
う
ち
に
終

了
、
そ
の
後
も
一
生
涯
保
障
さ
れ

ま
す
。
解
約
返
戻
金
は
退
職
金
と

し
て
受
け
取
っ
て
も
有
利
で
す
。

★
特
定
疾
病
保
障

〜
三
大
成
人
病
の
生
存
給
付
制
度
〜

ガ
ン
、
急
性
心
筋
梗
塞
、
脳
卒

中
と
診
断
さ
れ
た
と
き
に
保
険
金

を
お
支
払
い
し
ま
す
。
生
涯
保
障

さ
れ
る
終
身
型
と
、
一
定
の
期
間

★
あ
じ
さ
い
共
済

〜
従
業
員
の
福
利
厚
生
制
度
に
〜

１
口
850
円
か
ら
病
気
に
よ
る
死

亡
、
傷
害
を
問
わ
ず
24
時
間
保
障
。

１
年
ご
と
に
配
当
金
が
あ
り
ま
す
。

事
業
主
が
負
担
す
る
掛
金
は
、
必

要
経
費
ま
た
は
損
金
で
処
理
で
き

ま
す
。★

特
定
退
職
金
制
度

〜
従
業
員
の
退
職
金
と
し
て
〜

商
工
会
議
所
独
自
の
制
度
で
、

事
業
主
が
負
担
す
る
掛
金
は
、
損

金
処
理
で
き
ま
す
。
１
口
千
円
で

30
口
ま
で
掛
け
ら
れ
ま
す
。
退
職

金
は
一
時
金
、
年
金
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
お
支
払
い
し
ま
す
。

★
大
型
保
障
プ
ラ
ン

〜
役
員
の
大
型
保
障
に
〜

経
営
者
や
役
員
向
け
の
保
障
で

す
。
病
気
・
災
害
死
亡
か
ら
入
院
、

ケ
ガ
で
の
通
院
に
い
た
る
ま
で
幅

広
く
保
障
。
掛
金
は
安
く
、
損
金

処
理
。
特
に
、
働
き
盛
り
に
有
効
。

期
間
は
10
年
で
85
歳
ま
で
自
動
更

新
で
き
ま
す
。

★
終
身
入
院
保
障
ア
ビ
ー

〜
一
生
涯
続
く
入
院
保
障
で
す
〜

掛
金
の
払
込
は
終
え
て
も
保
障

は
一
生
涯
。
必
要
な
と
き
に
あ
る

医
療
保
険
。
老
後
の
た
め
に
全
て

の
人
に
。
長
寿
時
代
を
安
心
し
て

平成１３年１０月１０日発行商　工　習　志　野（３）第１７５号

財形制度とは、勤労者の貯蓄や持ち家所得といった計画的な財産づくりを、国、事業主、金融
機関が一体となって援助、協力しようとする制度です。�

A

B

C

�
・積立の目的は自由。1,000円以上1,000円単位で積立てます。�
　・積立金は、いつでも払戻せて、どんな用途にも利用できます。�

　・住宅取得等の目的で積立てます。�
　・積立金は増改築の資金にも利用できます。�
　・残高550万円（財形年金の残高と合算して）まで、利息に税金がかかりません。�
　　　加入資格は、55歳未満の勤労者でおひとり１契約です。�

　・積立金を60歳から年金として受け取ります。�
　・積立期間と年金として受け取る全期間の利息が非課税というメリットかあります。�
　　（財形住宅残高と合算して550万円まで）�
　　　加入資格は、55歳未満の勤労者でおひとり１契約です。�

�

　マイホームを取得するとき、財形貯蓄積立残高の10倍、4,000万円まで長期・低利で融資を
　受けられます。�

　お子さまの高校・大学などの教育を受ける資金として、財形積立残高の５倍、最高450万円
　を限度として融資を受けられます。�

　一般財形の特定事由（育児、教育、介護、自己再開発）のための貯蓄積立金50万円以上の払出しに
　対して、「財形貯蓄活用給付金・助成金」が支給される制度があります。�

〒

（５日以上120日限度）�

（病気死亡・高度障害保険金を含む）�

（10日以上年１回）�

（10日以上年１回）�

（加入後１年以上）�

（加入後１年以上・配偶者含む）�

職場内外の事故、�
交通事故、風水害、�
火災の偶発的な�
外来の事故�

Ａコース�Ｂコース�Ｃコース�Ｄコース�
1,700円� 2,550円� 3,400円� 4,250円�

特別コース�

850円�

400万円� 600万円� 1,000万円�800万円� 200万円�

200万円� 300万円� 400万円� 500万円� 100万円�

140万円�
　～20万円�

210万円�
　～30万円�

280万円�
　～40万円�

350万円�
　～50万円�

70万円�
　～10万円�

１日につき�

3,000円�

10,000円�15,000円�20,000円�25,000円�5,000円�

10,000円�

10,000円�

10,000円�

30,000円�

30,000円�

15,000円�20,000円�25,000円�

15,000円�20,000円�25,000円�

15,000円�20,000円�25,000円�

5,000円�

１日につき�

4,500円�
１日につき�

6,000円�
１日につき�

7,500円�
１日につき�

1,500円�

ホームページアドレス　http : / /www2.axa .co . jp

当
所
で
は
、
経
営
者
や
従
業
員
の
方
々
を
対
象
と
し
た
お
得
な

共
済
制
度
を
数
多
く
取
扱
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
左
記
共
済
（
特

定
退
職
金
制
度
は
除
く
）
に
ご
加
入
い
た
だ
い
た
方
を
対
象
に
、

全
国
の
選
り
す
ぐ
り
の
ホ
テ
ル
・
旅
館
・
ペ
ン
シ
ョ
ン
の
宿
泊
割

引
や
レ
ジ
ャ
ー
施
設
優
待
割
引
、
健
康
・
介
護
電
話
相
談
と
い
っ

た
多
く
の
特
典
が
受
け
ら
れ
る
会
員
制
の
ポ
イ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

サ
ー
ビ
ス
「
パ
サ
ー
ジ
ュ
倶
楽
部
」
へ
ご
入
会
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
い
ざ
と
い
う
時
安
心
の
商
工
会
議
所
共

済
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

安
い
掛
金
で
大
き
な
保
障
が
得

ら
れ
る
と
、
加
入
会
員
事
業
所
の

皆
さ
ま
か
ら
大
変
好
評
を
得
て
い

る
「
あ
じ
さ
い
共
済
」
の
保
障
内

容
が
、
平
成
13
年
10
月
１
日
か
ら

一
部
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
改
定
で
は
、
低
廉
な
掛

金
で
あ
ら
ゆ
る
保
障
を
図
っ
て
い

た
だ
く
と
い
う
本
共
済
制
度
の
主

旨
を
改
め
て
見
直
す
と
と
も
に
、

過
去
４
年
間
の
保
障
実
状
を
考
慮

し
、
死
亡
保
険
金
の
支
払
い
と
掛

金
に
つ
い
て
よ
り
充
実
し
た
内
容

を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。（
下
記
参
照
）

今
後
と
も
当
所
共
済
事
業
に
ご

支
援
、
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

問
合
せ

産
業
振
興
課
@
（
４
５
２
）

６
７
０
０
　
道
場
ま
で

◆
改
定
部
分

一.

損
害
保
険
部
分
の
交
通
事
故
傷

害
保
険
の
廃
止
（
１
口
あ
た
り
の

交
通
事
故
死
亡
保
険
金
100
万
円
の

削
減
）

変
更
前
＝
死
亡
保
険
金
300
万
円
　

（
交
通
事
故
死
亡
保
険
金
100
万
　

円
含
む
）

↓

変
更
後
＝
死
亡
保
険
金
200
万
円

二.

掛
金
１
口
あ
た
り
の
金
額
の
変
更

変
更
前
＝
１
口
900
円

↓

変
更
後
＝
１
口
850
円

・
平
成
13
年
10
月
１
日
か
ら
保
障

内
容
、
掛
金
の
変
更
と
な
り
ま
す
。

・
掛
金
の
口
座
引
落
は
９
月
20
日

か
ら
の
変
更
と
な
り
ま
す
。



【融資条件等】�
１．融資対象　�

　牛海綿状脳症（BSE、いわゆる狂牛病）の患畜の発生の影響により、食品関連の事業者
等に深刻な売上げの減少といった被害が予測されることから、習志野市では緊急対策とし
て市内の中小企業者向けの融資を行うこととなりましたのでご利用ください。�

２．取扱期間　　　平成13年10月３日から平成14年３月末日まで�
３．対象資金　　　経営安定化資金（運転資金）…習志野市中小企業資金融資制度�
４．融資額　　　　1000万円以内（１中小企業者）�
５．融資期間　　　５年以内（うち据置期間１年以内）�
６．融資利率等　　融資利率は下表のとうりですが、後日年度ごとに利子補給がされます
　　　　　　　　　ので実質負担は各0.1％になります。�

７．信用保証料　　本資金には千葉県信用保証協会の保証が必要です�
　　　　　　　　　　　100万円超　　　　　　 …年0.95％�
　　　　　　　　　　　50万円超100万円以下     …年0.80％�
　　　　　　　　　　　50万円以下　　　　　   …年0.55％�
　　　　　（融資利率及び信用保証料については、平成14年３月29日までに貸付決定した分まで適用になります）�
８．連帯保証人　　原則として個人の場合1名以上、法人の場合代表者を含め2名以上�
９．担保　　　　　必要に応じて徴する�
10．返済方法　　　元金均等割賦返済�
11．取扱金融機関　市内の銀行、信用金庫、信用組合�
12．その他　　　　その他の貸付条件等、くわしくは商工振興課にご相談ください。�

①市内に店舗・工場・事業所等を有し、同一事業を１年以上継続して
　営み、市税を完納している中小企業者の方�
②狂牛病の発生によって、事業活動に影響を受けている食料品製造業、
　食料品卸売業、食料品小売業、飲食店を営む方（それ以外の業種に
　ついても影響を受けている場合は、商工振興課にご相談ください）�
③平成13年９月以降のいずれかの月の売上高が、前年同月の売上高ま
　たは平成13年６月から８月までの月平均売上高と比べて10％以上減
　少している方�

融資期間� 融資利率� 利子補給率� 実質負担�

１年以内�

１年超３年以内�

３年超５年以内�

年２.３％�

年２.８％�

年３.０％�

年２.２％�

年２.７％�

年２.９％�

０.１％�

０.１％�

０.１％�

～問い合わせ先～　　　習志野市役所商工振興課�
　　　　　　　　@　047-451-7755　まで�

次のAからCの�
いずれにも該当�
する方�

第１７５号（４）平成１３年１０月１０日発行 商　工　習　志　野

11
月
は
中
小
企
業
振
興
月
間

が
ん
ば
る
経
営
応
援
し
ま
す
！

【
や
さ
し
い
経
営
教
室
】

日
時
＝
11
月
22
日
∫

午
後
２
時
〜

午
後
４
時

場
所
＝
京
成
電
鉄
労
働
会
館
（
津

田
沼
４
―
８
―
12
）

テ
ー
マ
＝
「
や
さ
し
い
経
営
教
室
」

〜
ど
ん
ぶ
り
勘
定
か
ら
の
脱
出
〜

資
金
管
理
の
基
本
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
経
営

講
師
＝
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ

ン
ナ
ー
、
金
融
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

渋
井
真
帆
　
氏

定
員
＝
40
名

受
講
料
＝
無
料

【
経
営
セ
ミ
ナ
ー
】

日
時
＝
11
月
28
日
π

午
後
２
時
〜

午
後
４
時

場
所
＝
京
成
電
鉄
労
働
会
館
（
津

田
沼
４
―
８
―
12
）

テ
ー
マ
＝
「
ペ
イ
オ
フ
と
は
？
」

〜
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い

知
識
・
ポ
イ
ン
ト
〜

講
師
＝
大
和
証
券
投
資
信
託
ñ

カ

ス
タ
マ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
第
一
部
次

長
高
津
原
康
允
　
氏

定
員
＝
50
名

受
講
料
＝
無
料

★
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し

資
質
の
向
上
を

相
談
所
コ
ー
ナ
ー

No.17
相
談
無
料
（
秘
密
厳
守
）

中
小
企
業
相
談
所
ま
で

@
（
４
５
２
）
６
７
０
０

★
一
日
金
融
公
庫
を
活
用
し
　

資
金
繰
り
を
チ
ェ
ッ
ク

事
業
資
金
の
借
入
れ
な
ど
、
資

金
繰
り
に
つ
い
て
の
悩
み
事
を
始

め
、
経
営
全
般
に
関
す
る
ご
相
談

を
お
受
け
し
、
専
門
家
が
個
別
に

適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
し
ま

す
。

日
時
＝
11
月
21
日
π

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

場
所
＝
東
習
志
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー
３
階
Ｂ
教
室

内
容
＝
金
融
相
談
（
一
日
金
融
公

庫
）、
経
営
相
談

相
談
員
＝
国
民
生
活
金
融
公
庫
職

員
（
金
融
）、
中
小
企
業
診
断
士

（
経
営
）

相
談
料
＝
無
料
（
予
約
制
）

中
小
・
小
規
模
企
業
に
と
っ
て
は
、
非
常
に
厳
し
い
経
営
環
境
が

続
い
て
い
ま
す
。
売
り
上
げ
・
受
注
の
減
少
、
利
益
の
低
下
、
資
金

繰
り
の
悪
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
課
題
が
山
積
み
し
、
経
営
の

近
代
化
、
見
直
し
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
所
中
小
企
業
相
談
所
で

は
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
を
な
ん
と
か
乗
り
切
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
６
月
に
引
き
続
き
11
月
を
「
中
小
企
業
振
興
月
間
」
と
位

置
づ
け
、
経
営
改
善
普
及
事
業
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

★
夜
間
・
休
日
金
融
相
談
会
の
利
　

用
で
円
滑
な
事
業
資
金
借
入
れ
を

事
業
資
金
借
入
れ
な
ど
で
相
談

を
し
た
い
が
、
日
中
は
お
仕
事
の

都
合
で
お
い
で
に
な
れ
な
い
方
々

の
た
め
に
、
夜
間
と
休
日
に
相
談

窓
口
を
設
け
ま
し
た
。
皆
様
の
ご

都
合
に
合
わ
せ
た
相
談
予
約
が
で

き
ま
す
。

【
休
日
金
融
相
談
】

日
時
＝
11
月
18
日
∂

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

場
所
＝
習
志
野
商
工
会
議
所

【
夜
間
金
融
相
談
】

日
時
＝
11
月
７
日
π

、
11
月
15
日

∫

午
後
５
時
〜
午
後
８
時

場
所
＝
習
志
野
商
工
会
議
所

内
容
の
詳
細
・
お
申
し
込
み
等

に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
封
の
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご

質
問
・
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
き
ま

し
て
は
、
当
所
中
小
企
業
相
談
所

@
（
４
５
２
）
６
７
０
０
　
ま
で

★
元
帳
、
試
算
表
、
決
算
書
ま
で
　

を
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
ま
す

【
弥
生
会
計
（
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
）】

日
時
＝
11
月
12
、
14
、
16
、
19
、

21
、
28
日
午
後
６
時
〜
午
後
９
時

場
所
＝
「
習
志
野
Ｃ
Ｃ
Ｉ
パ
ソ
コ

ン
教
室
」（
谷
津
商
店
街
内
）

対
象
＝
経
理
担
当
者
（
文
字
入
力
、

マ
ウ
ス
操
作
が
で
き
る
方
）

受
講
料
＝
会
員
６
千
円
、
非
会
員

１
万
円

定
員
＝
20
名

事
務
局
人
事
の
お
知
ら
せ

異
動・

鎌
形
　
正
美

中
小
企
業
相
談
所
指
導
課
主
任
主
事
（
経
営
指
導
員
）

→

産
業
振
興
課
主
任
主
事

・
山
野
井
　
武

産
業
振
興
課
主
任
主
事

→

中
小
企
業
相
談
所
指
導
課
主
任
主
事
（
経
営
指
導
員
）

・
原
田
　
真
一
郎

総
務
課
主
事→

中
小
企
業
相
談
所
指
導
課
補
助
員

▲
　
昨
年
の
セ
ミ
ナ
ー
か
ら
（
上=

経
理

教
室
、
右=

弥
生
会
計
セ
ミ
ナ
ー
）

鎌
形
　
正
美

山
野
井
　
武

原
田
　
真
一
郎

▲



平成１３年１０月１０日発行商　工　習　志　野（５）第１７５号

@
J

〈新シリーズ〉

治
安
へ
の
犯
罪
と
受
け
止
め
、
国

と
国
の
報
復
戦
争
は
絶
対
避
け
る

べ
き
で
あ
る
。
▼
争
い
の
根
底
に

は
経
済
的
要
素
が
大
き
く
占
め
て

お
り
、
世
界
恐
慌
の
発
生
の
恐
れ

さ
え
あ
る
。
こ
の
要
因
を
と
り
除

か
な
け
れ
ば
真
の
解
決
は
な
い
と

思
う
。
今
、
日
本
が
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
す
べ
き
時
で
あ
り
、

経
済
界
も
積
極
的
に
平
和
解
決
に

向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
務
を
果

た
す
べ
き
だ
と
思
う
。
（
Ｔ
・
Ｔ
）

の
大
き
さ
は
量
り
し
れ
な
い
。
▼

無
差
別
テ
ロ
は
断
じ
て
ゆ
る
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
し
、
テ
ロ
組
織

の
撲
滅
は
当
然
で
あ
る
が
、
一
方

で
は
、
冷
静
さ
を
保
ち
な
が
ら
、

こ
の
テ
ロ
が
発
生
し
た
歴
史
的
背

景
や
社
会
的
状
況
を
分
析
し
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

新
し
い
戦
争
と
意
義
付
け
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
世
界
を
巻
き
込
む

宗
教
戦
争
の
拡
大
に
な
り
か
ね
な

い
部
分
も
あ
る
の
で
、
あ
く
ま
で

９
月
11
日
の
米
国
同
時
多
発
テ

ロ
発
生
は
全
世
界
に
大
き
な
衝
撃

が
走
っ
た
。
▼
テ
レ
ビ
画
面
か
ら

映
し
だ
さ
れ
た
旅
客
機
に
よ
る
世

界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
へ
の
激
突

や
高
層
ビ
ル
の
崩
壊
等
の
臨
場
感

は
、
見
る
も
の
に
激
し
い
衝
撃
を

与
え
た
。
死
者
・
行
方
不
明
者
の

多
さ
と
物
損
を
含
め
経
済
的
被
害

「
信
用
」
を
売
る
た
め
の
３
つ
の
対
策
―
HP
に
店
主
の
顔
写
真
を

い
店
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
も
ら
う
。

日
本
の
中
小
企
業
の
店
は
た
い
て
い

の
場
合
、
店
主
や
ウ
エ
ブ
マ
ス
タ
ー

が
文
字
通
り
写
真
で
顔
を
見
せ
て
い

る
。
あ
る
い
は
過
去
の
履
歴
（
い
つ

創
業
し
て
、
ど
う
育
っ
て
き
た
か
）、

マ
ス
コ
ミ
等
へ
の
登
場
歴
を
掲
載
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
日
記
を
公

開
し
て
い
る
店
も
。
実
店
舗
の
住
所

は
も
と
よ
り
写
真
や
地
図
を
載
せ
る

の
も
同
様
だ
。

こ
う
し
た
ペ
ー
ジ
掲
載
情
報
で

信
用
を
確
保
す
る
こ
と
も
重
要
だ

が
、
や
は
り
顧
客
満
足
を
勝
ち
得

る
商
売
を
行
う
こ
と
が
基
本
だ
。

問
い
合
わ
せ
に
は
き
ち
ん
と
お
答

え
す
る
、
サ
ン
キ
ュ
ー
レ
タ
ー
や

発
送
の
お
知
ら
せ
を
迅
速
に
お
送

り
す
る
。
結
果
的
に
き
ち
ん
と
し

た
商
売
を
行
う
こ
と
が
信
用
に
つ

な
が
り
、
そ
の
信
用
は
口
コ
ミ
で

広
ま
っ
て
い
く
と
い
う
わ
け
だ
。

Ｍ
＆
Ｍ
研
究
所
代
表

三
石
　
玲
子

が
難
し
い
と
言
え
る
。

こ
の
と
き
の
対
策
は
３
つ
あ
る
。

第
１
は
「
信
用
保
証
マ
ー
ク
」
の

仕
組
み
を
利
用
す
る
こ
と
。
例
え

ば
通
販
協
会
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
マ

ー
ク
」
と
い
う
制
度
を
導
入
し
て

お
り
、
一
定
の
基
準
を
満
た
す
店

に
マ
ー
ク
を
付
与
し
て
い
る
。「
○

○
検
索
サ
イ
ト
で
ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ

プ
に
選
ば
れ
ま
し
た
」「
○
○
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
大
賞
で
準
優
勝
し
ま
し

た
」
と
い
っ
た
結
果
を
公
表
す
る

手
も
あ
る
。
大
概
ど
ち
ら
の
場
合

も
、
そ
れ
を
示
す
マ
ー
ク
を
ペ
ー

ジ
に
張
る
こ
と
が
可
能
だ
。
た
だ

こ
う
し
た
手
段
が
可
能
な
の
は
か

な
り
実
績
を
積
ん
だ
店
と
な
る
。

第
２
の
方
法
は
「
顧
客
の
評
価

や
声
」
を
利
用
す
る
こ
と
。
店
に

対
す
る
顧
客
か
ら
の
意
見
、
実
際

の
商
品
使
用
感
な
ど
ナ
マ
の
意
見

を
掲
載
す
る
と
よ
い
。
問
い
合
わ

せ
等
に
対
す
る
Ｑ
＆
Ａ
を
掲
載
す

る
の
も
同
様
だ
。
こ
う
し
た
顧
客

の
意
見
を
掲
載
す
る
こ
と
で
「
顧

客
の
信
用
が
あ
る
店
だ
な
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
る
と
い

う
わ
け
だ
。

３
つ
目
の
方
法
は
、
店
主
自
身

が
ペ
ー
ジ
で
「
信
用
」
を
示
す
努

力
を
す
る
こ
と
だ
。「
こ
こ
ま
で
し

て
い
る
の
な
ら
悪
い
こ
と
は
し
な

消
費
者
が
ネ
ッ
ト
で
心
配
す
る

こ
と
の
一
つ
が
、「
こ
の
店
は
信
用

で
き
る
の
か
し
ら
？
」
と
い
う
こ

と
だ
。
確
か
に
実
店
舗
と
は
異
な

り
実
体
が
見
え
に
く
い
。
特
に
中

小
企
業
の
場
合
「
信
用
の
確
保
」

市
内
の
源
泉
徴
収
義
務
者
を
対

象
に
年
末
調
整
及
び
源
泉
徴
収
票

な
ど
の
法
定
調
書
提
出
に
つ
い
て

の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
＝
11
月
14
日
π

用
紙
配
布
　
午
後
１
時
〜
　

説
明
会
　
　
午
後
１
時
45
分
〜

場
所
＝
習
志
野
市
民
会
館
ホ
ー
ル

問
合
せ
＝
千
葉
西
税
務
署
源
泉
所
得

税
担
当

@
０
４
３
（
２
７
４
）
２

１
１
１
（
内
線
２
２
２
・
２
２
３
）

日
時
＝
10
月
25
日
∫

午
後
１
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分

場
所
＝
八
千
代
市
医
師
会
内

担
当
医
＝
廣
瀬
　
薫
氏
（
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

費
用
＝
無
料

内
容
＝
働
く
人
の
健
康
に
関
す
る

相
談
全
般

申
込
み
・
問
合
せ
＝
八
千
代
市
医

師
会
（
八
千
代
市
ゆ
り
の
き
台
２
―

10

@
（
４
８
２
）
４
７
２
２
ま
で

11
／
10
、
17
、
12
／
１
、
８

◇
受
講
料
　
１
万
円

◇
定
　
員
　
15
名

②
技
術
者
の
た
め
の
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ

Ｖ
Ｂ
Ａ
活
用
法

◇
実
施
日

11
／
３
、
４

◇
受
講
料
　
８
千
円

◇
定
　
員
　
10
名

③
Ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
環
境
の
Ｃ+

+

プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ

◇
実
施
日

11
／
14
、
21

◇
受
講
料
　
８
千
円

◇
定
　
員
　
20
名

④
創
造
的
仕
事
法
の
基
礎
と
応
用

◇
実
施
日

11
／
10
、
17
、
24
、
12
／
１

◇
受
講
料
　
２
万
円

◇
定
　
員
　
10
名

問
合
せ
＝
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
千

葉
開
発
援
助
課
　
@
０
４
３
（
２

４
２
）
４
１
９
３
ま
で

★
年
末
調
整
等

説
明
会
の
お
知
ら
せ

★
働
く
人
の
健
康
相
談

を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
11
月
17
日
º

午
前
10
時
〜
午

後
６
時
（
懇
談
会
午
後
８
時
〜
）

場
所
＝
敬
愛
大
学
（
千
葉
市
稲
毛
キ

ャ
ン
パ
ス
）
＊
Ｊ
Ｒ
稲
毛
駅
西
口
徒

歩
10
分
稲
毛
区
役
所
前

内
容
＝
講
演
、
事
例
発
表
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
他

参
加
費
＝
千
円（
懇
談
会
参
加
者
は
、

別
途
２
千
円
程
度
の
負
担
）

主
催
＝
交
流
集
会
ｉ
ｎ
ち
ば
実
行
委

員
会

問
合
せ
＝
実
行
委
員
会
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
７(

３
０
５)

８
４
８
４

メ
ー
ルgets@

exy.co.jp

ま
で

★
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生
募
集

①
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ

◇
実
施
日

備
の
方
法
等
を
学
び
ま
す
。
い
ざ

と
い
う
時
役
立
つ
知
識
が
身
に
つ

く
と
、
参
加
者
か
ら
大
変
好
評
な

教
室
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時
＝
10
月
23
日
∏

午
前
10
時
30

分
〜
午
後
３
時

場
所
＝
新
習
志
野
公
民
館
（
秋
津

３
ー
６
）

定
員
＝
25
名
（
先
着
順
）

参
加
費
＝
無
料
（
昼
食
付
）

対
象
＝
市
内
在
住
、
在
勤
者

申
込
み
・
問
合
せ
＝
千
葉
県
自
動

車
整
備
商
工
組
合
習
志
野
支
部

@
（
４
６
７
）
８
８
８
１
　
ま
で

★
千
葉
工
業
大
学
技
術
情
報

振
興
会
講
演
会
（
第
２
回
）

日
時
＝
10
月
26
日
ª

午
後
１
時
30

分
〜
午
後
５
時

場
所
＝
千
葉
工
業
大
学
津
田
沼
校
舎

内
容
＝
「
技
術
士
と
新
し
い
技
術

士
制
度
に
つ
い
て
」

参
加
料
＝
技
術
情
報
振
興
会
員
＝

無
料
　
一
般
＝
千
円

申
込
み
・
問
合
せ
＝
千
葉
工
業
大

学
研
究
助
成
課
@
（
４
７
８
）
０

３
２
５
ま
で

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
方
、
全

員
が
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
＝
習
志
野
市
役
所
国
保
年

金
課
@
（
４
５
１
）
１
１
５
１
内

線
２
１
０
・
２
１
１
ま
で

★
国
民
年
金
　
み
ん
な
で

支
え
る
　
明
る
い
老
後

õ

千
葉
県
自
動
車
整
備
振
興
会

習
志
野
支
部
青
年
部
（
部
長
杉
田

弘
幸
氏
ó

杉
田
モ
ー
タ
ー
ス
）
で

は
、
一
般
の
方
々
を
対
象
と
し
た

「
マ
イ
カ
ー
点
検
教
室
」
を
実
施
し

ま
す
。
毎
年
多
く
の
方
々
が
参
加

し
て
い
る
こ
の
教
室
は
、
午
前
中

の
学
科
講
習
で
車
の
基
礎
知
識
を
、

午
後
の
実
技
で
は
実
際
に
自
動
車

に
触
れ
、
タ
イ
や
交
換
や
日
常
整

★
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
全
国
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
交
流
集
会

ｉ
ｎ
ち

生
ゴ
ミ
リ
サ
イ
ク
ル
の
研
修
会

日
時
＝
11
月
３
日
º

正
午
〜
午
後

４
時

場
所
＝
実
籾
駅
前
広
場
、
駅
前
通
り

内
容
＝
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
雨
天

中
止
）

募
集
数
＝
１
０
０
区
画
（
先
着
順
）

出
店
料
＝
千
円

申
込
み
＝
往
復
葉
書
に
住
所
・
氏

名
・
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
・
主
な
出

品
物
名
を
明
記
の
う
え
、

〒
２
７
５
―
０
０
１
６
　
習
志
野
市

津
田
沼
５
―
12
―
12
サ
ン
ロ
ー
ド
津

田
沼
４
階
　
『
習
志
野
市
商
店
会
連

★
実
籾
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募

合
会
実
籾
フ
リ
マ
係
』
@
（
４
５

５
）
１
９
５
５
ま
で

★
労
働
講
演
会

「
ど
う
な
る
年
金
制
度
」

日
時
＝
11
月
15
日
∫

午
後
６
時
30
分

場
所
＝
習
志
野
市
勤
労
会
館
１
階

講
師
＝
佐
藤
　
基
彦

氏
（
社
会
保

険
労
務
士
）

申
込
み
・
問
合
せ
＝
習
志
野
商
工
会

議
所
@
（
４
５
２
）
６
７
０
０
ま
で

主
催
＝
習
志
野
市
・
習
志
野
商
工
会
議
所



Aコラーゲン

１名

ＣＰマリン本店提供

B手さげ袋

６名

óベネフィット提供

第１７５号（６）商　工　習　志　野

な
や
み
ご
と
・
相
談
受
付
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
顧
問
弁
護
士

渡
辺
　
惇
先
生
　
D
（
４
７
２
）
０
９
１
１

▲
【
応
募
の
き
ま
り
】
１
人
１
通
ま
で
。
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
４
５
２
）
６
７
４
４
ま
た
は
、
ハ
ガ
キ
〒
２
７
５
ー
０
０
１
６
習
志
野
市
津
田
沼
５
ー
12
ー
12
ま
た
は
、
Ｅ
メ
ー
ルKey21@

narashino-cci.or.jp

ま
で
。【
し
め
き
り
】
10
月
26
日
ª
必
着

　
　
　

フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
「
Ｃ
Ｐ
マ
リ

ン
本
店
」【
津
田
沼
５
ー
５
ー
21
ダ
イ
ワ
ア
ネ

ッ
ク
ス
ビ
ル
２
Ｆ
@
（
４
５
４
）
０
１
３
２
】

様
の
ご
提
供
に
よ
り
、
Ｄ
Ｉ
Ｃ
コ
ラ
ー
ゲ
ン
を

１
名
様
に
。
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
当
店
で
素
肌
と

心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
。

ギ
フ
ト
・
ノ
ベ
ル
テ
ィ
の
企
画
・
制

作
・
販
売
の
ó
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
【
津
田
沼

３
ー
２
ー
16
@
（
４
７
８
）
０
１
８
８
】

様
の
ご
提
供
に
よ
り
、
お
買
い
物
に
便
利

な
手
さ
げ
袋
を
６
名
様
に
。
ギ
フ
ト
商
品

な
ら
ぜ
ひ
当
社
へ
。

た
の
が
創
業
の
き
っ
か
け
だ
そ
う

で
す
。

店
名
の
「
江
戸
家
」
は
、
先
代

夫
婦
が
二
人
と
も
江
戸
ッ
子
だ
っ

た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。「
江
戸
家
食

堂
」
だ
っ
た
当
時
か
ら
こ
の
店
名

は
守
っ
て
い
る
そ
う
で
、
そ
の
気

質
を
受
け
継
い
で
い
る
坂
井
さ
ん

ご
本
人
も
、
大
変
義
理
堅
く
、
そ

の
暖
か
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

「
終
戦
後
は
大
変
で
し
た
ね
。
軍
人

さ
ん
も
い
な
い
し
食
べ
る
物
も
な

い
。
お
ま
け
に
売
る
も
の
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
」
と
坂
井
さ

ん
。
そ
ん
な
時
代
を
経
験
し
て
き

た
か
ら
こ
そ
、
低
価
格
で
お
い
し

い
餃
子
を
皆
さ
ん
に
提
供
し
た
い

と
、
な
ん
と
江
戸
家
の
ぎ
ょ
う
ざ

の
値
段
は
、
10
個
で
２
５
０
円
と

い
う
安
さ
で
す
。

ま
た
、
こ
の
餃
子
は
野
菜
餃
子

と
呼
ぶ
お
客
さ
ん
も
い
る
ほ
ど
大

変
ヘ
ル
シ
ー
で
、
そ
れ
で
い
て
餃

子
本
来
の
風
味
を
損
な
わ
ず
、
子

供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
ま
す
。

「
味
に
つ
い
て
は
毎
日
が
勉
強
で
す

ね
。
こ
の
業
界
は
昔
か
ら
の
味
だ
け

で
は
通
用
し
ま
せ
ん
か
ら
」
と
坂
井

さ
ん
。
餃
子
に
関
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
以
外
で
も
環
境

問
題
な
ど
様
々
な
こ
と
に
つ
い
て
興

味
が
あ
る
そ
う
で
、
常
に
前
向
き
な

姿
勢
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

現
在
は
、
ぎ
ょ
う
ざ
の
冷
凍
発

送
も
行
っ
て
い
て
、
お
中
元
や
お

歳
暮
に
人
気
が
あ
る
そ
う
で
す
。

お
い
し
い
焼
き
方
に
つ
い
て
の
説

明
な
ど
も
詳
し
く
書
か
れ
て
い
て
、

か
な
り
評
判
が
良
い
そ
う
で
す
。

「
以
前
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
習
志

野
の
グ
ル
メ
の
ペ
ー
ジ
を
検
索
し

て
い
た
ら
、
あ
る
ペ
ー
ジ
に
う
ち

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
ん
で
す

よ
。
う
れ
し
く
思
っ
た
の
で
す
が
、

そ
れ
と
同
時
に
毎
日
気
が
抜
け
な

く
な
り
ま
し
た
」
と
坂
井
さ
ん
。

言
葉
と
は
裏
腹
に
、
顔
か
ら
は
嬉

し
さ
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

い
つ
も
お
店
を
愛
し
て
く
れ
てó

朱
泉
【
袖
ヶ
浦
１
ー
８
ー
13
@
（
４

５
４
）
２
１
７
８
】
様
の
ご
提
供
に
よ
り
、

ま
つ
げ
パ
ー
マ
無
料
券
を
５
名
様
に
。
目

元
パ
ッ
チ
リ
系
美
人
に
変
身
！
ぜ
ひ
一
度

お
試
し
下
さ
い
。

あ
な
た
の
街
の
カ
ー
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
タ
ー
ó

織
戸
自
動
車
整
備
工
場
【
谷
津
４
ー
８
ー
36
@

（
４
５
１
）
２
６
６
０
】
様
の
ご
提
供
に
よ
り
、

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
（
14
年
10

月
ま
で
）
を
２
名
様
に
。
車
の
こ
と
な
ら
全
て

お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。

Cエンジンオイル年間

パスポート２名

ó織戸自動車整備工場提供

Dまつげパーマ

５名様

ó朱泉提供

い
る
こ
の
大
久
保
と
、
そ
こ
に
住

む
お
客
さ
ん
が
大
好
き
で
す
、
と

坂
井
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
そ
の
大

好
き
な
大
久
保
を
、
昔
の
よ
う
に

活
気
の
あ
る
街
に
し
た
い
と
い
う

思
い
で
、
現
在
は
数
々
の
会
合
に

出
席
し
て
、
街
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
て
、
大
久
保
で
は
ち
ょ

っ
と
し
た
有
名
人
で
す
。

そ
ん
な
坂
井
さ
ん
の
い
る
大
久

保
に
昔
の
賑
わ
い
が
戻
っ
て
き
た

と
き
、
大
久
保
の
家
庭
の
夕
食
は

「
江
戸
家
」
の
餃
子
で
い
っ
ぱ
い
に

な
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

★
餃
子
の
発
送
に
関
す
る
お
問
合

せ
は
、「
江
戸
家
ぎ
ょ
う
ざ
」
に
直

接
お
問
合
せ
下
さ
い
。

戦
前
、
軍
人
相
手
の
洋
食
屋

（
江
戸
家
食
堂
）
を
経
営
し
て
い
た

先
代
の
後
を
継
ぎ
、
京
成
大
久
保

駅
の
大
久
保
側
に
「
江
戸
家
」
と

い
う
ラ
ー
メ
ン
屋
（
当
時
ラ
ー
メ

ン
１
杯
２
５
０
円
）
を
営
業
し
て

い
た
坂
井
さ
ん
。
そ
の
後
、
病
気

が
原
因
で
廃
業
し
、
約
10
年
の
ブ

ラ
ン
ク
を
経
て
、
平
成
８
年
７
月

に
も
う
一
度
開
業
。
当
時
人
気
の

あ
っ
た
餃
子
を
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

で
き
る
お
店
を
始
め
た
い
と
思
っ

習
志
野
商
工
会
議
所
【
津
田
沼
５
ー
12
ー

12
@
（
４
５
２
）
６
７
０
０
】
か
ら
、
持
ち

運
び
に
も
便
利
な
通
帳
・
保
険
証
ケ
ー
ス
を

10
名
様
に
。

E通帳ケース

10名様

習志野商工会議所

会 員 �
紹 介 �

ＮＯ．154

「
大
好
き
な
大
久
保
を
餃
子
で
い
っ
ぱ
い

（

）

大
久
保
　
３
ー
15
ー
23

@
（
４
７
２
）
０
０
５
８

江
戸
家
ぎ
ょ
う
ざ

京
成
大
久
保
駅
前
の
商
店
街
を
日
大
に
向
か
っ
た
途
中
の

バ
ス
通
り
沿
い
に
、
ヘ
ル
シ
ー
で
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
餃
子
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
専
門
店
「
江

戸
家
ぎ
ょ
う
ざ
」
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
代
表
者
の
坂
井
元

昭
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

▲これで250円は安い！！

▲店長の坂井さん

ホームページ　http://www.edoyagyouza.com


